
2023年度 赤い羽根福祉基金

「盛和塾 社会人定着応援プログラム」

事業のご報告
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「盛和塾 社会人定着応援プログラム」について
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中央共同募金会では、2018 年度より、盛和塾塾生の皆さまからのご寄付を財源として、「赤

い羽根福祉基金 盛和塾社会人定着応援プログラム」を開始しました。

本プログラムは、盛和塾塾長である故・稲盛和夫氏の「社会的養護(*) が必要な子どもたちの真

の幸せ」を願う想いを受け、児童養護施設等の退所者が、自らの未来に希望を抱きつつ、社会人

として生きがいを感じながら生活していけるよう支援を行うことを目的に設立されたものです。

全国児童養護施設協議会の調査報告書によると、児童養護施設を退所した人のうち、半数以上

が高校卒業後は親からの支援を受けられず自活することが求められています。(**)

本プログラムでは、高校卒業時に児童養護施設等を退所して大学や専門学校等で学ぶ人に対し、

就職活動にかかる費用を応援する「就職活動応援助成」および資格等取得にかかる費用を応援す

る「手に職つけよう応援助成」、また、児童養護施設等社会的養護(里親含む)を退所した人が、

離職後、再就職をめざす際に金銭支援も含めた伴走型支援を行う施設・機関を支援する「リス

タート応援助成」事業を実施しています。

*社会的養護とは、保護者のない児童や、保護者に監護させることが適当でない児童を、公的責任で社会的に養育し、保護するとと
もに、養育に大きな困難を抱える家庭への支援を行うことです。
**「令和元年度児童養護施設入所児童等の進路に関する調査報告書」（全国児童養護施設協議会）参照。
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就職活動応援助成
(2018年度より実施)

児童養護施設等を退所して進学した人の在学中の就職活動にかかる費用として、一
人あたり10万円を助成する。

手に職つけよう応援助成
（2019年度より実施）

児童養護施設等を退所して進学した人が、就職に必要な資格等取得をめざして学ぶ
際に係る費用として一人あたり10万円を助成する。

リスタート応援助成
(2019、2020年度でモデル助成を実施、2021年度より全国で公募)

児童養護施設等社会的養護(里親含む)を退所した人が、離職後、再就職をめざす際に
金銭支援も含めた伴走型支援を行う施設・機関に助成する。
（1施設・機関あたり150万円上限）



＜2023年度助成実績＞
助成対象者92名・助成総額920万円

＜助成金の使いみち＞
就職活動時の交通費、スーツ等の被服費、生活費 等
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就職活動応援助成
児童養護施設等を退所して進学した人の在学中の就職活動にかかる費用として、

一人あたり10万円を助成する。

＜助成を受けた学生から寄付者の方へのメッセージ＞
専門学校3年生
金銭的に余裕ができたことで、心にも余裕ができ、前向き
に自分の将来に向けて歩むことができました。寄付してく
ださった人たちを忘れず、大きな壁にぶつかっても「応援
してくれている人がいる」という気持ちで精進していきた
いと思います。

大学4年生
自分に自信がなくなることもありましたが、たくさんの
方々に応援していただいているという証は、私にとってと
ても大きな支えになりました。金銭面のサポートと共に大
きな勇気をくださりありがとうございました。

大学4年生
就職活動期間は「社会的に大人になる」覚悟を持ち、
将来設計を考えて活動してまいりました。その際、
経済的・精神的に苦しくなることも多かったです。
特に、就職活動に力を入れたことによる収入の減少
が苦しかったことを覚えています。就職活動が終
わった現在でも、新生活を始める費用に不安を抱い
ていました。そんな際、皆さまに応援していただき、
とても感謝しています。今後は社会人として、世界
に羽ばたける人材となることを誓います。そして、
いつの日か私も皆さまの一員として他者を応援でき
る人材となりたいと思います。



大学２年生
（養護教諭第一種免許状取得）
私たちの資格取得のために、あたたかい支援をして
いただきありがとうございます。夢に向けて勉学に
励む中で、経済面で挫折することが多かったように
思います。しかし、支援のおかげで支えられている
ことを実感し、夢を諦めたくないなと思いました。
心から感謝しています。

大学3年生
（児童指導員、保育士資格取得）
施設を退所し、一人暮らしでの大変さを感じている中、
このような支援をいただき、本当に感謝しています。
何を挑戦するにも経済的問題がストレスになることが多
いですが、応援してくださる方がいるという恵まれたこ
の環境に感謝を伝えたいです。諦めずに自分の夢を叶え
たいと思います。

＜2023年度助成実績＞

助成対象者62名・助成総額620万円

＜使いみち＞

資格取得に必要な教科書・書籍購入費、

実習費、受験費、備品費、

実習・受験に係る交通費 等

手に職つけよう応援助成
児童養護施設等を退所して大学や専門学校等に進学した人が、就職に必要な
資格等取得をめざして学ぶ際に係る費用として一人あたり10万円を助成する。

＜助成を受けた学生から寄付者の方へのメッセージ＞
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リスタート応援助成
児童養護施設等社会的養護(里親含む)を退所した人が、離職後、再就職をめざす際に

金銭支援も含めた伴走型支援を行う施設・機関に助成する。
（１施設・機関あたり150万円上限）

＜2023年度助成実績＞
助成金を活用した施設・機関数 17
支援対象者数：41名 支援実施額：981万円）

＜使いみち＞
●就職活動に要する費用
⇒衣服購入費、交通費、資格取得費等

●再就職に向けて生活基盤を整えるための費用
⇒家賃、光熱水費、通信費、食費、引っ越し費用等

●施設・機関が行う支援にかかる費用
⇒人件費、面談時等の交通費、宿泊費等



＜リスタート応援助成 2023年度助成決定施設・機関＞

◯児童養護施設

・日本児童育成園（岐阜県） ・子山ホーム（千葉県）

・児童愛護会 一宮学園（千葉県） ・守山学園（滋賀県）

・シオン園（熊本県） ・獅子吼園（千葉県）

・高鷲学園（大阪府） ・晴香園（千葉県）

・城山学園（神奈川県）

・天王谷学園（兵庫県）

・ケヤキホーム（埼玉県）

・四恩たまみず園（大阪府）

・広安愛児園（熊本県）

・双葉学園（兵庫県）

・聖ヨゼフホーム（東京都）
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○自立援助ホーム
・せんだんの家（宮城県）

・あすなろ荘（東京都）

・慈泉寮（愛知県）

・いっぽ（愛知県）

○児童家庭支援センター
・パラソル（静岡県）

・高知ふれんど（高知県）

〇退所児童等アフターケア事業所
・まきばフリースクール（宮城県）

・日向ぼっこ（東京都）

・あらんの家（奈良県）

・どりぃむスイッチ（広島県）

・アフターケア相談室にじのしずく（沖縄県）
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皆さまからのご寄付に

心より感謝申し上げます。
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